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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末に端子金具が接続された複数の電線と、
　前記各電線が並列された形態においてそれぞれの前記端子金具がキャビティ内に後方か
ら挿入されて収容されたコネクタハウジングと、
　前記コネクタハウジングの後面側に装着され、この後面から引き出された前記各電線を
その引き出し方向とは異なる方向に屈曲して導出するように挿通案内するガイド部を有す
るカバーとが、備えられ、
　前記カバーが、前記電線の並び方向と直交する方向に分割された一対の半割カバーから
構成され、前記両半割カバーの分割端縁の間には前記両半割カバーを結合状態にロックす
るロック機構部が設けられ、
　前記カバー内には、前記コネクタハウジングの後面から後方に所定寸法離間した位置で
、かつ複数の前記電線が並んだ幅領域の中央部において、２本のリブが前記電線の並び方
向に沿って所定の間隔を開け、かつ一方の前記半割カバーの内面から立ち上がった形態で
設けられており、
　複数の前記電線は前記両リブの間に寄せて通されたのち一方の前記リブを回曲して前記
ガイド部に挿通されており、
　前記カバーの前記ガイド部が、その導出端側が、前記両半割カバーの分割方向における
前記リブを立ち上げた前記半割カバー側に次第に変位するような斜め姿勢に形成され、
　前記両リブの根元部の間に亘って、前記ガイド部に導かれる前の前記電線を受けて持ち
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上げる補助リブが形成されているコネクタ。
【請求項２】
　前記両リブの上端が延出されて嵌合部が形成されるとともに、他方の前記半割カバーに
は、前記両リブの前記嵌合部が嵌合する嵌合凹部が形成されている請求項１に記載のコネ
クタ。
【請求項３】
　前記カバーには、２本の前記ガイド部が相反する方向に向けて延出するように形成され
ていることを特徴とする請求項１または請求項２に記載のコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書によって開示される技術は、カバーを備えたコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種のコネクタの一例として、特開２００４－１２７８１３号公報（下記特許文献１
）に記載のものが知られている。このものは、電線の端末に接続された複数の端子金具が
、ハウジングに設けられたキャビティに後方から挿入されて収容される一方、同ハウジン
グの後面にカバーが装着され、ハウジングの後面から引き出された電線がカバー内で屈曲
されて、端子金具の挿入方向と直交する方向に導出された構造となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－１２７８１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記のようなカバーを備えたコネクタは、電線の引き出し方向を変更する場合に有効に
適用されるものであるが、その構造上、電線はハウジングの後面の直後で急激に曲げられ
た形態を採る。電線が急激に曲げられると、例えば電線に外嵌されてキャビティの入口に
嵌着されたゴム栓が変形し、それに起因してシール性が損なわれるおそれがあり、その改
善策が切望されていた。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本明細書によって開示されるコネクタは、端末に端子金具が接続された複数の電線と、
前記各電線が並列された形態においてそれぞれの前記端子金具がキャビティ内に後方から
挿入されて収容されたコネクタハウジングと、前記コネクタハウジングの後面側に装着さ
れ、この後面から引き出された前記各電線をその引き出し方向とは異なる方向に屈曲して
導出するように挿通案内するガイド部を有するカバーとが、備えられ、前記カバーが、前
記電線の並び方向と直交する方向に分割された一対の半割カバーから構成され、前記両半
割カバーの分割端縁の間には前記両半割カバーを結合状態にロックするロック機構部が設
けられ、前記カバー内には、前記コネクタハウジングの後面から後方に所定寸法離間した
位置で、かつ複数の前記電線が並んだ幅領域の中央部において、２本のリブが前記電線の
並び方向に沿って所定の間隔を開け、かつ一方の前記半割カバーの内面から立ち上がった
形態で設けられており、複数の前記電線は前記両リブの間に寄せて通されたのち一方の前
記リブを回曲して前記ガイド部に挿通されているところに特徴を有する。
【０００６】
　コネクタハウジングの後面から並んで引き出された複数の電線は、同後面の後方に離間
して配された２本のリブの間に通されることで電線が並んだ幅領域の中央部に寄せられた
のち、一方のリブに回曲されて屈曲されつつ導出される。
　コネクタハウジングの後面から引き出された各電線は、リブに回曲されて屈曲されるま
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での間は、真っ直ぐに近い緩やかな傾斜姿勢に維持される。そのため、電線に外嵌された
ゴム栓をキャビティの入口に嵌着してシールする構造が採られていた場合に、ゴム栓が変
形することが抑えられてシール性が確保される。
【０００７】
　また、以下のような構成としてもよい。
　（１）前記カバーの前記ガイド部が、その導出端側が、前記両半割カバーの分割方向に
おける前記リブを立ち上げた前記半割カバー側に次第に変位するような斜め姿勢に形成さ
れたものであって、前記両リブの根元部の間に亘って、前記ガイド部に導かれる前の前記
電線を受けて持ち上げる補助リブが形成されている。
　コネクタハウジングの後面から引き出された各電線が、併せてカバーの分割方向の一側
に向けて斜めに屈曲される場合において、各電線の屈曲部分が補助リブで受けられて持ち
上げられた状態となる。そのため、コネクタハウジングの後面から引き出された直後にお
いて、電線がカバーの分割方向の一側に曲げられる角度が緩やかにされる。
【０００８】
　（２）前記両リブの上端が延出されて嵌合部が形成されるとともに、他方の前記半割カ
バーには、前記両リブの前記嵌合部が嵌合する嵌合凹部が形成されている。
　リブがカバー内の全高に亘って設けられた形態となり、リブの上端と他方の半割カバー
の間に電線が噛み込まれることが防止される。また、電線が導出方向に引っ張られた際に
はリブに対して曲げ方向の力が作用するが、それに抗した曲げ強度が高められる。
【０００９】
　（３）前記カバーには、２本の前記ガイド部が相反する方向に向けて延出するように形
成されている。
　コネクタハウジングの後面から引き出された各電線を、相反する２方向に対して選択的
に屈曲して導出することができる。
【発明の効果】
【００１０】
　本明細書によって開示される技術によれば、コネクタハウジングの後面の直後で電線が
急激に曲げられることが抑制される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施形態に係るコネクタの分解斜視図
【図２】カバーの分解正面図
【図３】同分解背面図
【図４】同分解側面図
【図５】図２のV－V線断面図
【図６】上カバーの平面図
【図７】同底面図
【図８】下カバーの平面図
【図９】同底面図
【図１０】下カバーにハウジングが載置された状態の平面図
【図１１】組み立てられたコネクタの斜視図
【図１２】同正面図
【図１３】同背面図
【図１４】同平面図
【図１５】同側面図
【図１６】同一部切欠縦断面図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　＜実施形態＞
　実施形態を図１ないし図１６に基づいて説明する。本実施形態のコネクタＣは、図１に
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示すように、雌側のコネクタハウジング１０（以下、ハウジング１０）と、同ハウジング
１０の後面側に装着されるカバー３０とを備えており、カバー３０はさらに、上下一対の
半割カバー３０Ｕ，３０Ｄに分割されている。コネクタＣの組立時の形状は、図１１及び
図１６に示すようになり、機器の側壁等に設けられた相手コネクタに嵌合されるようにな
っている。以下、コネクタＣにおける相手コネクタと嵌合される端部側（図１６における
左端部側）を前方として説明する。
【００１３】
　ハウジング１０は合成樹脂製であって、図１及び図１６に示すように、概ね前後方向に
延びた端子収容部１１の回り（前側の大部分の回り）に、前面開口の嵌合筒部１２が設け
られた構造である。端子収容部１１には、前後方向に貫通した２本のキャビティ１３が左
右に並んで形成されている。各キャビティ１３内には、電線ｗの端末に接続された雌端子
（図示せず）が後方から挿入されて抜け止めされて収容されるようになっているとともに
、電線ｗに外嵌されたゴム栓が、キャビティ１３の後端に密嵌されてシールされるように
なっている。
【００１４】
　ハウジング１０の嵌合筒部１２内には、図示しない相手の雄側のコネクタハウジング（
相手ハウジング）のフード部が前方から嵌合されるようになっている。嵌合筒部１２の上
面における前端部にはアーチ部１４が膨出形成される一方、アーチ部１４の後方では端子
収容部１１の上面が開放された形態となっており、この開放された端子収容部１１の上面
に、相手ハウジングとの間を嵌合状態にロックするロックアーム１５が設けられている。
【００１５】
　ロックアーム１５は、図１６に示すように、前後方向に延びた形状であって、後端寄り
の位置の下面に設けられた支点部１６を中心として、シーソー状に弾性的な揺動変位可能
となっている。ロックアーム１５の前端部には、相手ハウジングに設けられた被ロック部
を嵌めてロックするロック孔１７が開口されているとともに、後端の上面には解除操作部
１８が設けられ、同解除操作部１８を押圧することにより、ロックアーム１５をロック解
除方向（図１６の時計回り方向）に強制的に揺動変位可能となっている。
　ロックアーム１５の左右両側には、ロックアーム１５を保護する一対の保護壁１９が、
アーチ部１４と繋がった形態で、ロックアーム１５よりも高い位置まで立ち上がり形成さ
れている（図１参照）。
【００１６】
　次に、カバー３０について説明する。カバー３０は同じく合成樹脂製であって、一部既
述したように、上下一対の半割カバー３０Ｕ，３０Ｄを結合して形成されるようになって
いる。以下では、図１の上側の半割カバー３０Ｕを上カバー３０Ｕ、下側の半割カバー３
０Ｄを下カバー３０Ｄと称する。
　カバー３０の全体構造は、図１１ないし図１５に示すように、ハウジング１０の外周を
囲って装着される筒形のハウジング収容部３１と、ハウジング収容部３１の後方に連なっ
た形態においてハウジング１０の後面側に配され、電線ｗを屈曲させることに機能する電
線屈曲部３２と、電線屈曲部３２の左右の側部に連なって側方に突出した左右一対の電線
ガイド部３３を備えている。両電線ガイド部３３は詳細には、図１４に示すように、真横
よりも手前側に振られ、かつ図１３に示すように、斜め下方に向けられた傾斜姿勢に形成
されている。電線ガイド部３３の突出端には、電線ｗを外部に導出する導出部３４が形成
され、導出部３４は水平姿勢に向きを変えている。導出部３４は、コルゲートチューブ（
図示せず）の端部を嵌めて取り付けるコルゲート取付部を兼ねている。
【００１７】
　カバー３０が、上カバー３０Ｕと下カバー３０Ｄとに分割される位置は概ね、図１３及
び図１５に示すように、ハウジング収容部３１と電線ガイド部３３（導出部３４を含む）
については上下に略二分する位置、電線屈曲部３２については天面壁３２Ｕの直下位置と
なっている。
　言い換えると、上カバー３０Ｕは、ハウジング収容部３１の上半分（上収容部３１Ｕ）
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と、電線屈曲部３２における天面壁３２Ｕと、電線ガイド部３３及び導出部３４の上半分
（上ガイド部３３Ｕ及び上導出部３４Ｕ）とを備えて構成されている。
　一方、下カバー３０Ｄは、ハウジング収容部３１の下半分（下収容部３１Ｄ）と、電線
屈曲部３２における底面壁４０と後面壁４１とを備えた屈曲部本体３２Ｄと、電線ガイド
部３３及び導出部３４の下半分（下ガイド部３３Ｄ及び下導出部３４Ｄ）とを備えて構成
されている。
【００１８】
　上カバー３０Ｕと下カバー３０Ｄとは分断端縁３５Ｕ，３５Ｄを突き合わせた形態で結
合されるようになっており、その分断端縁３５Ｕ，３５Ｄには、結合状態にロックするた
めのロック機構部３７が設けられている。
　ロック機構部３７は、ハウジング収容部３１における左右両面、電線屈曲部３２におけ
る後面の左右両端部、及び左右の導出部３４の前後両面の都合８箇所に設定されている。
各ロック機構部３７は、上カバー３０Ｕの分断端縁３５Ｕの外面から、弾性変位可能なロ
ック枠３８が下向きに突出して設けられる一方、下カバー３０Ｄの分断端縁３５Ｄの外面
に、ロック枠３８内に嵌って係止するロック突部３９が形成されることで構成されている
。
【００１９】
　コネクタＣは、詳しくは後記するが、ハウジング１０を下カバー３０Ｄにおける下収容
部３１Ｄに嵌めて載せたのち、上カバー３０Ｕを被せて下カバー３０Ｄに結合することで
組み立てられるようになっている。
　ハウジング１０を下カバー３０Ｄに載置する際の位置決め用として、下カバー３０Ｄの
下収容部３１Ｄの底面における後端寄りの位置には、図５及び図１６に示すように、左右
方向を向いた位置決め溝４４が形成され、同位置決め溝４４内に、ハウジング１０の下面
の後端寄りの位置において左右方向に延びて形成された位置決めリブ２１が嵌るようにな
っている。また、下収容部３１Ｄの底面の後端縁が一段底上げされ、同底上げ部４５の左
右両端には、ハウジング１０における端子収容部１１の後端部の左右両面を挟む挟持部４
６が形成されている。なお、下収容部３１Ｄの底面の後端縁における底上げ部４５は、屈
曲部本体３２Ｄの底面壁４０と面一に形成されている。
【００２０】
　一方、上カバー３０Ｕの上収容部３１Ｕは、概ねハウジング１０における上半分（左右
の保護壁１９を含む）を嵌めて覆うことが可能な形状に形成されている。ただし、上収容
部３１Ｕの上面の後端部、詳細には図１４に示すように、上記したロックアーム１５の解
除操作部１８の上方に対応する領域には、同解除操作部１８を押圧操作するべく幅広の操
作用開口４８が切り欠き形成されている。
　また、上収容部３１Ｕの上面の前端部、詳細には、ロックアーム１５におけるロック孔
１７が形成された前端部の上方に対応する領域には、幅狭の確認用開口４９が切り欠き形
成されている。この確認用開口４９は、ロックアーム１５のロック孔１７と、相手ハウジ
ングの被ロック部（図示せず）との嵌合状態を目視により確認することに適用される。
【００２１】
　さらに、電線屈曲部３２について説明する。下カバー３０Ｄにおける屈曲部本体３２Ｄ
の底面壁４０の前端部（下収容部３１Ｄとの境の部分）には、図１０及び図１６に示すよ
うに、ハウジング１０の端子収容部１１の後面に当たる仕切壁５０が立ち上がり形成され
ている。この仕切壁５０の幅方向の中央部には、ハウジング１０の後面から引き出された
電線ｗを挿通可能な挿通溝５１が、上縁に開口した形態で形成されている。同挿通溝５１
の幅は、例えば左右のキャビティ１３間のピッチに匹敵する程度の寸法である。
【００２２】
　図５及び図８に示すように、上記した仕切壁５０の挿通溝５１における後面側の側縁部
に沿うようにして、左右一対の帯状をなす縦リブ５５が一体形成されている。両縦リブ５
５は、図８に示すように、後縁側が次第に接近するような斜め姿勢を採って、底面壁４０
から立ち上がり形成されている。両縦リブ５５の狭められた後縁間の間隔ｓは、電線径の
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２倍弱の寸法に設定されている。
【００２３】
　両縦リブ５５の上端は、上下のカバー３０Ｕ，３０Ｄの結合に伴い屈曲部本体３２Ｄに
天面壁３２Ｕが被せられた場合に、同天面壁３２Ｕを丁度貫通する程度にまで延ばされて
いる。各縦リブ５５の上方延出端には、図３に示すように、互いに対向した側縁側におい
て狭幅とされた嵌合部５６が形成されている。各嵌合部５６は、互いに対向した側縁がテ
ーパ状をなす略台形状に形成されている。
　一方、上カバー３０Ｕにおける天面壁３２Ｕの内面には、図７に示すように、各縦リブ
５５の嵌合部５６が嵌る左右一対の嵌合凹部５８が形成されている。各嵌合凹部５８にお
ける嵌合部５６の高位面が嵌る部分は、上面に開口して形成されている（図７及び図８の
開口部５８Ａと嵌合部５６を参照）。
【００２４】
　上記した両縦リブ５５における互いに対向した側縁の根元部分の間には、左右方向を向
いた補助リブ６０が渡されて形成されている。同補助リブ６０は、底面壁４０から電線径
に匹敵する寸法分立ち上がっている。
　なお、下カバー３０Ｄの屈曲部本体３２Ｄにおける底面壁４０の左右両側縁は、図１に
示すように、左右の下ガイド部３３Ｄにおける傾斜した底面の上縁と、同一高さ位置で段
差なく繋がっている。
【００２５】
　また、上記したように、左右の電線ガイド部３３が、前方に振られかつ斜め下方を向い
た傾斜姿勢で形成されていることから、本実施形態のコネクタＣの背面形状が、図１３に
示すように、電線屈曲部３２の外底面と左右の電線ガイド部３３の外底面の下方において
、略台形をなす凹部６２が形成された形態となる。
　一方、図３及び図９に示すように、下カバー３０Ｄの屈曲部本体３２Ｄの外底面には、
左右方向を向いた補強リブ６４が形成されている。この補強リブ６４は、後記するように
、ロックアーム１５のロック解除操作を行う場合の指掛け部として利用することが可能で
ある。
【００２６】
　続いて、本実施形態の作用を説明する。
　コネクタＣの組み立ては、以下のようにして行われる。まず、ハウジング１０の左右の
キャビティ１３に対し、２本の電線ｗの端末に装着された雌端子がそれぞれ後方から挿入
されて抜け止めされて収容され、併せてゴム栓がキャビティ１３の後端部に密嵌されてシ
ールされる。
【００２７】
　このように雌端子が収容されたハウジング１０が、図１０に示すように、下カバー３０
Ｄにおける下収容部３１Ｄに載置される。詳細には、ハウジング１０は、図１６にも示す
ように、端子収容部１１の後端部を左右の挟持部４６の間で挟むとともに、同端子収容部
１１の後面を仕切壁５０の前面に沿わせつつ上方から押し込まれ、最後にハウジング１０
の後端部の底面に設けられた位置決めリブ２１が位置決め溝４４に嵌められることで、ハ
ウジング１０は、下カバー３０Ｄにおける下収容部３１Ｄの定位置において、前後並びに
左右に移動不能に位置決めされて載置される。
【００２８】
　左右のキャビティ１３の後端から引き出された２本の電線ｗは、図１０に示すように、
仕切壁５０の挿通溝５１に通されたのち、互いに寄せられつつ２本の縦リブ５５の間に通
される。２本の縦リブ５５の後縁の間隔ｓ（図８参照）は、電線径の２倍弱であるから、
２本の電線ｗは概ね縦方向に並んで挿通される。そののち２本の電線ｗは、例えば図１０
における右側の縦リブ５５に当てられつつ右方向に屈曲され、右側の下ガイド部３３Ｄの
傾斜した底面に沿うように配線され、右側の下導出部３４Ｄ内を通って外部に導出される
。このとき、両電線ｗの屈曲部分では、図１６に示すように、両電線ｗが上下に重なりつ
つ補助リブ６０に押し付けられた状態となる。
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【００２９】
　次に、図示はしないが、両電線ｗの導出部分に嵌装されたコルゲートチューブが下カバ
ー３０Ｄ側に摺動されて、その端部が下導出部３４Ｄに嵌められる。
　係る状態から上カバー３０Ｕが、下カバー３０Ｄに対して分断端縁３５Ｕ，３５Ｄ同士
を突き合わせるようにして上方から被せられる。上カバー３０Ｕは、都合８箇所に設けら
れたロック機構部３７において、ロック枠３８をロック突部３９に弾性変位して乗り上げ
させつつ押し込まれ、分断端縁３５Ｕ，３５Ｄ同士が突き合わされたところで、ロック枠
３８が復元変位しつつ同ロック枠３８内にロック突部３９が嵌って係止され、すなわち上
下のカバー３０Ｕ，３０Ｄが結合状態にロックされる。
【００３０】
　そのとき、左右の縦リブ５５の上端の嵌合部５６が、上カバー３０Ｕの対応する嵌合凹
部５８に嵌められる。また、ハウジング１０に設けられたロックアーム１５の解除操作部
１８は、上カバー３０Ｕに形成された操作用開口４８を通して外部に開放されるとともに
、ロックアーム１５におけるロック孔１７が形成された前端部は、同じく上カバー３０Ｕ
に形成された確認用開口４９を通して上方から目視可能な状態にある。
　併せて、コルゲートチューブの端部が導出部３４に嵌められて取り付けられる。
【００３１】
　以上により、コネクタＣの組み立てが完了し、ハウジング１０の外周から後面側に亘り
一体化されたカバー３０が装着された形態となる。このように組み立てられたコネクタＣ
では、ハウジング１０の後面から引き出された２本の電線ｗが、カバー３０の電線屈曲部
３２内で正面視右側に屈曲され、右側の電線ガイド部３３内を真横よりも手前に振られつ
つ斜め下方を向いて挿通され、右側の導出部３４から水平に向きを変えて導出され、かつ
この導出部分がコルゲートチューブで覆われた状態となる。
【００３２】
　このようなコネクタＣが、図１６の矢線に示すように、機器に設けられた相手コネクタ
に嵌合され、正規に嵌合されたところで、ロックアーム１５のロック孔１７に相手ハウジ
ングの被ロック部が嵌ってロックされる。ロックアーム１５におけるロック孔１７が設け
られた前端側は確認用開口４９を通して目視できるから、正規にロックされているか否か
を目視により確認することができる。
【００３３】
　メンテナンス等において、コネクタＣを相手コネクタから外すには、図１６の状態から
、２本の指をロックアーム１５の解除操作部１８と、指掛け部である補強リブ６４に当て
て挟み付けると、ロックアーム１５が同図の時計回り方向に回動して相手コネクタとの間
のロックが解除されるから、続いてコネクタＣを後方に引くことで相手コネクタから外す
ことができる。
【００３４】
　本実施形態によれば、ハウジング１０の後面から左右に並んで引き出された２本の電線
ｗは、互いに寄せられつつ２本の縦リブ５５の間に通されたのち、右側の縦リブ５５に当
てられて概ね右方向に屈曲されるようになっているから、縦リブ５５によって屈曲される
までは、僅かに左右方向に曲がった状態に維持される。また、２本の電線ｗは、併せて斜
め下方に屈曲されるが、補助リブ６０で受けられて少し持ち上げられた状態となるから、
ハウジング１０の後面の直後における電線ｗの下方への曲がり方も緩く留められる。
　そのため、キャビティ１３の後端に嵌着されたゴム栓が変形することが抑えられ、シー
ル性が確保される。
【００３５】
　２本の縦リブ５５の後縁の間隔ｓが電線径の２倍弱に設定されていることで、２本の電
線ｗは、縦向きに重なった状態で両縦リブ５５間に挿通されたのち概ね右側に屈曲される
から、縦リブ５５の後方における電線ｗの収容スペースを極力少なく抑えることができ、
それだけカバー３０の小型化を図ることができる。
【００３６】
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　また、両縦リブ５５の上端の嵌合部５６が、上カバー３０Ｕの対応する嵌合凹部５８に
嵌められており、すなわち、両縦リブ５５はカバー３０内の全高に亘って設けられた形態
となるから、縦リブ５５の上端と上カバー３０Ｕの間で電線ｗが噛み込まれることが防止
される。また、電線ｗが導出方向に引っ張られた際には、右側の縦リブ５５に対して曲げ
方向の力が作用するが、それに抗した曲げ強度も高められる。
【００３７】
　なお、上記実施形態とは逆に、ハウジング１０の後面から引き出された２本の電線ｗを
、２本の縦リブ５５の間に通したのち左側の縦リブ５５に回曲して正面視左側に屈曲し、
左側の電線ガイド部３３を通すことで、手前に振られた左向きでかつ斜め下方を向いて導
出させるような使い方をすることもできる。右側に導出した場合と同様の効果を得ること
ができる。
【００３８】
　＜他の実施形態＞
　本明細書で開示される技術は、上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定され
るものではなく、例えば次のような実施形態も含まれる。
　（１）上記実施形態では、２本の縦リブがハウジングの後面を当てる仕切壁と一体に形
成されている場合を例示したが、別体に形成されていてもよい。
　（２）上記実施形態では、左右の電線ガイド部が、前方に振られかつ斜め下方を向いた
傾斜姿勢で形成されている場合を例示したが、左右の電線ガイド部が、前方に振られるこ
となく斜め下方を向いた傾斜姿勢に形成されたもの、さらには、斜め下方に傾斜すること
なくほぼ真横を向いて形成されたものについても、同様に適用することができる。
【００３９】
　（３）電線ガイド部が左右いずれか一方のみを備えた形式のものにも、同様に適用でき
る。
　（４）上記実施形態では、ハウジングの後面から左右２本の電線が引き出されたものを
例示したが、これに限らず、３本以上の電線が並べて引き出されたもの、さらには複数段
に亘って引き出された形式のものにも適用可能である。
　（５）上記実施形態では、カバーが上カバーと下カバーの２ピースから構成された場合
を例示したが、上下いずれか一方の導出部がさらに後付け可能に別体に形成された４ピー
ス構造としてもよい。
【符号の説明】
【００４０】
　ｗ…電線
　１０…コネクタハウジング
　１３…キャビティ
　３０…カバー
　３０Ｕ…上カバー（半割カバー）
　３０Ｄ…下カバー（半割カバー）
　３１…ハウジング収容部
　３２…電線屈曲部
　３２Ｕ…天面壁
　３２Ｄ…屈曲部本体
　３３…電線ガイド部（ガイド部）
　３４…導出部
　３５Ｕ，３５Ｄ…分割端縁
　３７…ロック機構部
　４０…（屈曲部本体３２Ｄの）底面壁
　５５…縦リブ（リブ）
　５６…嵌合部
　５８…嵌合凹部
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　６０…補助リブ
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